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一
、
麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
の
概
要

　

二
〇
二
一
年
度
か
ら
二
〇
二
三
年
度
に
か
け
て
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
に

所
蔵
さ
れ
る
「
麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
」
三
七
五
点
（
東
洋
画
真
蹟5218

）
が

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
加
わ
っ
た（

１
）。

麻
布
一
本
松
家
は
、
狩
野
永
徳
（
天
文
十
二

年
・
一
五
四
三
～
天
正
十
八
年
・
一
五
九
〇
）
の
実
弟
で
あ
る
狩
野
長
信
（
天
正

五
年
・
一
五
七
七
～
承
応
三
年
・
一
六
五
四
）
の
三
男
、
休
圓
清
信
（
寛
永
四
年
・

一
六
二
七
～
元
禄
十
六
年
・
一
七
〇
三
）
を
祖
と
す
る
表
絵
師
の
家
系
で
あ
る
。
幕

府
の
御
用
絵
師
と
し
て
活
動
す
る
一
方
、
南
部
藩
や
盛
岡
藩
と
の
交
流
も
密
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
本
家
筋
に
当
た
る
御
徒
士
町
狩
野
家
の
後
裔
、
狩
野
う
め

氏
か
ら
昭
和
二
十
二
年
に
寄
贈
さ
れ
た
。
麻
布
一
本
松
家
由
来
の
粉
本
な
ど
の
絵
画

資
料
、
御
用
日
記
、
由
緒
書
な
ど
か
ら
成
る
。
同
家
の
絵
師
た
ち
が
制
作
に
携
わ
っ

た
江
戸
城
障
壁
画
や
、
幕
末
に
加
速
し
た
欧
米
諸
国
へ
の
贈
呈
屏
風
に
関
わ
る
粉
本

等
も
伝
え
ら
れ
る
な
ど
、
御
用
絵
師
の
実
態
把
握
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
時
代
の
海
外

交
流
史
を
考
え
る
上
で
も
有
益
な
資
料
で
あ
る
。

　

周
知
の
と
お
り
、
粉
本
と
は
「
本
来
は
東
洋
画
に
お
け
る
画
稿
の
こ
と
を
い
い
、

胡
粉
を
用
い
て
図
様
の
大
略
を
定
め
た
り
、
墨
描
の
上
か
ら
胡
粉
を
塗
り
画
稿
の
修

正
を
行
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
呼
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
広
く
は
画
稿
類
の
み

で
な
く
、
模
写
本
や
写
生
帳
な
ど
も
含
む
」（『
日
本
書
誌
学
辞
典
』「
粉
本
」）。
そ

の
効
用
は
「
先
ず
画
学
の
基
礎
的
な
習
練
」「
運
筆
や
用
墨
、
と
き
に
は
賦
彩
を
修

得
す
る
た
め
に
、
先
人
の
下
絵
や
古
画
の
模
写
本
を
後
進
の
塾
生
が
徹
底
し
て
写
し

と
る
」
も
の
で
、「
制
作
に
当
た
っ
て
、図
様
を
構
想
す
る
際
の
参
考
資
料
と
な
る
点
」

が
重
視
さ
れ
、
和
漢
の
諸
画
の
粉
本
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
（
武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵

画
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
初
版
）。
夙
に
橋
本
雅
邦
は
、
木
挽
町
画
所
の

粉
本
の
多
く
が
古
画
模
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る（「
木
挽
町
画
所
」『
國

華
』
第
三
号
、
明
治
二
十
二
年
）。
粉
本
群
は
「
失
わ
れ
た
原
画
の
図
様
や
大
筋
を

麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
と
そ
の
周
辺

齋
　
藤
　
真
麻
理

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

狩
野
派
・
粉
本
・
麻
布
一
本
松
家
・
ハ
リ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
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把
握
す
る
上
で
、
得
難
い
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
効
用
が
評
価
さ

れ
は
じ
め
て
」
お
り
、
東
京
国
立
博
物
館
を
は
じ
め
、
諸
所
に
伝
存
す
る
粉
本
の
調

査
研
究
が
進
め
ら
れ
た
（
先
掲
『
狩
野
派
絵
画
史
』）。

　

し
か
し
、
研
究
の
中
心
は
や
は
り
本
画
に
傾
き
、
粉
本
を
め
ぐ
っ
て
は
本
画
に
寄

り
添
う
個
別
の
事
例
研
究
の
範
囲
に
留
ま
る
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。
こ

れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
も
緒
に
就
い
た
段
階
で
あ
る
。
多
種
多
様
な
粉
本
群

を
総
体
と
し
て
捉
え
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
度

な
検
索
機
能
を
備
え
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
視
座
を

見
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
な
試
み
と
し
て
着
目
さ
れ
た
の

が
、
伝
来
が
明
確
で
あ
り
、
和
漢
の
画
題
を
豊
富
に
含
む
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
粉
本
類
に
は
し
ば
し
ば
絵
師
名
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
多
く
は
麻
布

一
本
松
家
の
狩
野
休
清
実
信
（
一
八
〇
九
～
六
二
）
と
休
圓
玉
信
（
生
没
年
不
詳
）

父
子
の
名
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
制
作
年
代
は
お
お
む
ね
弘
化
頃
か
ら
安
政
年
間

（
一
八
四
四
～
六
〇
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
橘
守
国

の
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』
や
『
増
補
頭
書
訓
蒙
図
彙
大
成
』『
絵
本
直
指
宝
巻
』
な
ど

若
干
の
版
本
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
休
清
・
休
圓
ら
の
所
蔵
本
で
あ
っ
た
と

は
即
断
で
き
な
い
も
の
の
、「
狩
野
派
の
門
外
不
出
の
粉
本
を
公
に
刊
行
し
て
狩
野

派
か
ら
顰
蹙
を
か
っ
た
と
い
う
逸
話
を
も
つ
橘
守
国
作
の
版
本
を
当
の
幕
府
御
用
絵

師
が
所
持
し
て
絵
画
制
作
の
参
考
と
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
非
常
に
興
味
深
い
」
と

も
指
摘
さ
れ
る（

２
）。

　

な
お
、
麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
は
、
千
葉
市
美
術
館
に
約
一
八
〇
点
が
分
蔵
さ

れ
て
い
る
。
同
家
の
後
裔
に
あ
た
る
狩
野
静
子
氏
よ
り
そ
れ
ら
が
寄
贈
さ
れ
た
の

は
、
二
〇
一
一
年
度
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
う
ち
、
五
〇
点
弱
が
同
館

の
新
収
蔵
作
品
展
「
画
人
た
ち
の
一
万
時
間
～
写
生
、
下
絵
、
粉
本
類
を
中
心
に

～
」
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
（
二
〇
一
四
年
一
月
二
十
五
日
～
三
月
二
日
。
千
葉
市

美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
「C’n

」69

、
二
〇
一
四
年
一
月
。https://w

w
w

.ccm
a-net.jp/

publications-goods/cn-69/

）。
書
き
入
れ
等
か
ら
推
し
て
、
東
京
藝
大
本
の
ツ
レ

で
あ
っ
た
粉
本
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
粉
本
は
、
幕
末
明
治
期
の
御
用
絵
師
の
活
動
を
具
体
的
に
伝
え
る
好
資

料
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
文
字
資
料
の
み
に
拠
っ
て
い
て
は
見
出
せ
な
い
時
代
性

を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
た
粉

本
か
ら
、
ご
く
一
端
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

　
　
　
二
、
粉
本
が
物
語
る
時
代
―
ハ
リ
ス
謁
見
の
図
―

　

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
月
二
十
一
日
、ア
メ
リ
カ
の
外
交
官
、タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・

ハ
リ
ス
は
大
統
領
の
親
書
を
携
え
て
江
戸
城
に
登
城
し
た
。
そ
の
日
記
に
は
、
当
日

の
服
装
や
謁
見
の
さ
ま
が
詳
細
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

私
の
服
装
は
、
国
務
省
で
定
め
た
型
に
よ
る
金
で
縁
取
り
し
た
上
衣
と
、
幅
広

い
金
線
が
脚
部
を
縦
に
通
っ
て
い
る
青
色
の
ズ
ボ
ン
、
金
色
の
房
の
つ
い
た
上

反
り
帽
、
真
珠
を
柄
に
嵌
め
こ
ん
だ
飾
剣
で
あ
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
君
の
服

装
は
、
海
軍
の
通
常
服
で
、
そ
れ
に
海
軍
の
制
刀
と
上
反
り
帽
と
を
つ
け
た
。

https://www.ccma-net.jp/publications-goods/cn-69/
https://www.ccma-net.jp/publications-goods/cn-69/
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（
中
略
）
私
は
、つ
い
に
謁
見
の
時
刻
が
到
来
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
私
は
、

同
じ
場
所
に
沢
山
の
彫
像
の
よ
う
に
静
坐
し
て
い
る
気
の
毒
な
大
名
た
ち
の
傍

を
通
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
前
列
ま
で
い
っ
た
と
き
、
そ
の
列
の
前
を
通
っ

て
、
彼
ら
の
右
翼
へ
向
っ
て
進
み
、
そ
こ
で
立
ち
ど
ま
っ
た
。
信
濃
守
は
、
そ

の
場
に
平
伏
し
た
。
私
は
彼
の
後
に
立
ち
、
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
君
が
私
の
直
ぐ
背

後
に
控
え
た
。（
中
略
）
謁
見
室
の
入
口
に
立
っ
て
い
た
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
君
は
、

こ
の
と
き
大
統
領
の
書
翰
を
さ
さ
げ
て
、
三
度
お
辞
儀
を
し
な
が
ら
、
前
へ
進

ん
だ
。（
中
略
）
私
は
そ
の
箱
を
閉
じ
、
絹
の
覆
紗
（
六
、七
條
の
紅
白
の
縞
の

あ
る
）
を
か
け
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
外
国
事
務
相
に
手
渡
し
た
。（
ハ
リ
ス
『
日

本
滞
在
記
』、
一
八
五
七
年
十
二
月
七
日
（
安
政
四
年
十
月
二
十
一
日
）
条
。

坂
田
精
一
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
四
年
）

　

通
訳
兼
書
記
と
し
て
ハ
リ
ス
に
同
行
し
て
い
た
ヘ
ン
リ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
も
、

日
記
を
残
し
て
い
る
。
彼
ら
が
謁
見
の
間
に
向
か
う
際
に
は
「
二
人
が
先
導
し
、
信

濃
守
が
そ
れ
に
従
い
、
次
に
大
使
、
そ
れ
か
ら
私
が
、
ア
メ
リ
カ
の
国
旗
に
包
ん
だ

大
統
領
の
書
翰
を
持
っ
て
つ
づ
く
。
わ
れ
わ
れ
の
進
む
右
手
に
は
式
服
を
ま
と
っ
た

廷
臣
た
ち
が
大
勢
（
六
、
七
百
名
も
）
ひ
ざ
ま
ず
い
て
い
た
」
と
い
う
（
青
木
枝

朗
訳
『
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
日
本
日
記
』、
一
八
五
七
年
十
二
月
七
日
（
安
政
四
年
十
月

二
十
一
日
）
条
。
岩
波
文
庫
、
一
九
九
一
年
第
四
刷
）。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
に
は
こ
の
謁
見
の
折
の
様
子
を
描

い
た
粉
本
が
二
点
含
ま
れ
る
。

　

第
一
は
表
紙
に
「
唐
人
体
操
之
圖
及
遊
猟
之
圖　

安
政
四
年
来
朝
米
使
肖
像　

合

壱
巻
」
と
打
付
書
が
あ
る
一
本
で
、
紅
白
の
覆
紗
を
か
け
た
書
翰
の
箱
を
捧
げ
る

ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
、
金
糸
で
縫
取
を
施
し
た
服
を
着
用
し
た
ハ
リ
ス
と
、
彼
ら
を
先

導
す
る
下
田
奉
行
、
す
な
わ
ち
井
上
清
直
（
文
化
六
・
一
八
〇
九
年
～
慶
應
三
・

一
八
六
八
年
）
の
三
名
を
描
く
。
図
中
に
は
以
下
の
書
き
入
れ
が
あ
る
（
図
１
・
所

蔵
者
整
理
番
号A

Z329

）。

　
　

安
政
四
丁
巳
年
十
月
廿
一
日
出
來
登
城　

雅
信
公
地
取　

安
政
巳
四
年
十

　
　

一
月
廿
七
日　

休
圓
写
之

　
　

通
詞
／
ヒ
ウ
ス
ケ
ン

　
　

亜
米
利
幹
使
節
／
ト
ウ
ン
セ
ン
ト
ハ
ル
リ
ス

　
　

下
田
奉
行
／
井
上
信
濃
守

　

す
な
わ
ち
、こ
の
図
は
木
挽
町
狩
野
家
の
最
後
の
当
主
と
な
っ
た
第
十
代
雅
信
（
文

政
六
年
・
一
八
二
三
～
明
治
十
二
年
）
の
地
取
、
即
ち
ス
ケ
ッ
チ
を
、
一
本
松
家
の

休
圓
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
雅
信
は
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）、
父
と
と
も
に

江
戸
城
本
丸
御
殿
障
壁
画
の
制
作
に
従
事
す
る
な
ど
す
で
に
実
績
を
有
し
、
翌
弘
化

二
年
（
一
八
四
五
）
に
は
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
図
に
は
ハ
リ
ス
が
佩
い
て
い

た
と
い
う
飾
剣
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
使
節
た
ち
が
手
に
す
る
上
反
り
帽
に
金
色
の

房
が
つ
い
て
い
な
い
な
ど
、
日
記
の
記
述
と
は
若
干
の
齟
齬
が
あ
る
が
、
ハ
リ
ス
の

表
情
は
現
存
す
る
写
真
の
面
影
と
通
う
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
（Library of Congress 

Prints &
 Photographs O

nline Catalog

ほ
か
）、
幕
府
に
と
っ
て
の
重
大
事
案

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
命
じ
ら
れ
て
こ
の
場
に
臨
み
、
地
取
を
行
っ
た
可
能
性
を
考
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え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
粉
本
に
は
同
図
に
続
い
て
も
う
一
図
、
ハ
リ
ス
の
み
を
描
い
た
地
取
が
貼
り

継
が
れ
て
お
り
、以
下
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
狩
野
中
信
の
地
取
（
ス
ケ
ッ

チ
）
を
、
同
じ
く
休
圓
が
写
し
た
一
枚
で
あ
る
。

　
　

安
政
四
巳
年
十
月
廿
一
日
中
信
地
取

　
　

亜
国
使
節　
六
十
才
余
ニ

見
ゆ

　
　

安
政
四
巳
年
十
一
月
廿
六
日
夜　

休
圓
写
之

　

中
信
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
生
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
没
、
木
挽
町
家

の
栄
信
の
五
男
で
、
奥
絵
師
の
浜
町
狩
野
家
に
迎
え
ら
れ
て
第
八
代
を
継
い
だ
。
弘

化
元
（
一
八
四
四
）
年
に
は
法
眼
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、中
信
筆
「
富
士
飛
鶴
図
」

（
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
蔵
）
が
将
軍
家
茂
か
ら
米
国
大
統
領
へ
贈
呈
さ
れ
た

一
幅
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
活
動
ぶ
り
は
な
お
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
（「
静
岡
新
聞
」
二
〇
二
二
年
一
月
二
十
一
日
。「
富
士
山　

芸
術
の
源
泉
」

展
・
二
〇
二
三
年
二
月
、『
國
華
』
１
５
２
９
ほ
か
）。

　

さ
ら
に
も
う
一
点
、「
屏
風
杉
戸
小
襖
下
繪　

別
ニ
安
政
四
年
寫　

亜
國
使
節
圖

壱
葉
」
と
打
付
書
の
あ
る
一
本
に
も
ハ
リ
ス
の
姿
が
写
さ
れ
て
お
り
、「
安
政
四
巳

年
十
月
廿
一
日
地
取
」「
亜
国
使
節　
六
十
才
余
ニ

見
ゆ

」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
（
図
２
・

所
蔵
者
整
理
番
号A

Z302

）。

　

謁
見
を
記
録
し
た
幕
府
側
の
文
書
類
に
は
「
御
用
掛
」
等
の
文
言
は
見
え
る
も
の

の
、
具
体
的
な
絵
師
た
ち
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。『
維
新
史
料
綱
要
』
巻
二
（
東

大
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
に
は
雑
記
類
の
記
事
も
収
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
な
お
精
査
を
要
す
る
が
、「
御
目
見
御
次
第
書
」（『
大
日
本
古
文
書
』）
に
は
列

座
し
た
中
に
法
印
法
眼
の
医
師
、
御
用
懸
の
面
々
一
同
等
と
書
き
留
め
ら
れ
る
の
み

で
あ
る
。
ハ
リ
ス
一
行
は
下
田
奉
行
に
引
率
さ
れ
て
謁
見
の
間
へ
向
か
っ
た
と
い
う
。

御
目
見
就
被　

仰
付
、
溜
詰
、
牧
野
備
前
守
、
松
平
和
泉
守
、
御
譜
代
大
名
、

同
嫡
子
、
高
家
、
鴈
之
間
詰
、
同
嫡
子
、
御
奏
者
番
、
同
嫡
子
、
菊
之
間
縁
頬
詰
、

布
衣
以
上
之
御
役
人
、
法
印
法
眼
之
医
師
登
城
、

一
出
仕
之
面
々
直
垂
狩
衣
大
紋
布
衣
素
袍
着
之
、

一
下
田
奉
行
使
節
召
連
登
城
、
通
弁
官
者
、
大
手
下
馬
に
て
令
下
駕
、
使
節
は

下
乗
橋
外
に
て
下
駕
、
役
々
附
添
、
下
田
奉
行
令
案
内
、
御
玄
関
階
上
江
、
大

目
付
一
人
御
目
付
一
人
出
迎
、
一
揖
之
後
令
案
内
、
使
節
は
、
殿
上
間
下
段
御

襖
之
際
北
向
ニ
罷
在
、
通
弁
官
ハ
同
所
西
之
方
御
張
附
際
ニ
在
之
、
何
れ
も
椅

子
設
之
、
令
着
之
、
下
田
奉
行
差
添
罷
在
、
書
簡
は
台
に
載
之
、
使
節
之
脇
に

置
之
、

一
御
用
懸
之
面
々
一
同
出
席
及
挨
拶
、

一
出
御
以
前
大
目
付
御
目
付
案
内
に
て
使
節
殿
上
間
よ
り
大
広
間
御
車
寄
之
際

仮
扣
所
江
相
越
、
書
簡
ハ
通
弁
官
持
之
相
従
、
此
所
え
も
椅
子
設
之
、
下
田
奉

行
差
添
罷
在
、
大
目
付
御
目
付
は
、
二
之
間
板
縁
に
着
座
、

�

（『
大
日
本
古
文
書
』）

　

右
の
記
録
が
伝
え
る
内
容
、
た
と
え
ば
ハ
リ
ス
ら
が
江
戸
城
へ
入
る
橋
上
で
駕
籠
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か
ら
下
乗
を
求
め
ら
れ
、
殿
中
に
は
椅
子
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
彼
ら

の
日
記
の
記
事
と
符
合
す
る
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
将
軍
が
出
座
す
る
と
簾
が
巻
き
上
げ
ら
れ
、
御
側
衆
や
太
刀
の

役
が
後
座
に
つ
い
た
。
出
仕
者
の
列
座
は
以
下
の
と
お
り
で
、
ハ
リ
ス
ら
は
下
田
奉

行
に
先
導
さ
れ
て
二
之
間
板
縁
に
控
え
た
。

一
御
下
段
西
之
方
上
よ
り
一
畳
目
通
よ
り
、
松
平
讃
岐
守
、
井
伊
掃
部
頭
、
松

平
越
中
守
、
松
平
民
部
大
輔
、
松
平
宮
内
大
輔
、
酒
井
雅
楽
頭
、
牧
野
備
前
守
、

松
平
和
泉
守
、
順
々
着
座
、

一
御
中
段
西
之
御
縁
頬
に
、
若
年
寄
、
拝
後
座
ニ
伺
公
無
之
御
側
衆
着
座
、

一
御
下
段
西
之
御
縁
頬
ニ
畳
敷
之
、
高
家
列
居
、

一
南
板
縁
次
ニ
、
諸
太
夫
之
鴈
之
間
詰
、
同
嫡
子
、
御
奏
者
番
、
同
嫡
子
、
菊
之

間
縁
頬
詰
、
同
嫡
子
、
番
頭
、
芙
蓉
之
間
御
役
人
列
候
、

一
二
之
間
北
之
方
二
本
目
柱
之
辺
よ
り
御
襖
障
子
際
、
東
之
方
四
品
以
上
之
譜

代
大
名
列
候
、

一
二
之
間
ニ
諸
太
夫
之
御
譜
代
大
名
、
同
嫡
子
、
三
之
間
ニ
布
衣
以
上
之
御
役

人
、
法
印
法
眼
之
医
師
列
居
、

一
出
御
之
節
ニ
至
、
大
目
付
よ
り
下
田
奉
行
江
会
釈
有
之
て
、
下
田
奉
行
使
節

召
連
、
二
之
間
板
縁
ニ
扣
在
之
、
書
簡
は
、
通
弁
官
持
之
、
引
続
て
罷
在
、

　

使
節
一
行
は
さ
ら
に
下
田
奉
行
に
先
導
さ
れ
、
謁
見
の
場
に
臨
ん
だ
。
将
軍
が
退

座
す
る
と
、
再
び
下
田
奉
行
の
案
内
で
一
行
も
退
座
し
た
。

一
備
中
守

御
前
を
伺
、
使
節
可
差
出
旨
御
奏
者
番
大
目
付
江
会
釈
、
大
目
付
よ
り
下
田
奉

行
江
解
釈
、
于
時
披
露
之
奏
者
番
、
御
下
段
下
よ
り
二
畳
目
東
之
方
江
罷
出
、

下
田
奉
行
使
節
召
連
罷
出
、
御
下
段
御
敷
居
際
板
縁
ニ
着
座
、
使
節
御
下
段
下

よ
り
二
畳
目
江
罷
出
拝
礼
、
通
弁
官
は
書
簡
を
持
板
縁
ニ
罷
出
、
此
時
亜
墨
利

加
大
統
領
使
節
よ
り
披
露
、
使
節
御
下
段
下
よ
り
四
畳
目
に
て
又
拝
し
、
御
下

段
上
よ
り
三
畳
目
江
進
謹
拝
、
大
統
領
よ
り
之
口
上
申
上
、
畢
て
一
拝
、

上
意
有
之
、于
時
通
弁
官
書
簡
持
出
、使
節
え
私
し
板
縁
え
退
、備
中
守
座
を
立
、

書
簡
請
取
之
復
座
、
謹
拝
、

御
会
釈
有
之
、
使
節
最
前
之
通
御
下
段
よ
り
四
畳
目
二
畳
目
に
て
謹
拝
て
退
去
、

下
田
奉
行
差
添
、
大
目
付
御
目
付
令
案
内
、
御
車
寄
仮
扣
所
え
退
去
、
此
間
若

年
寄
一
人
西
之
御
縁
頬
通
御
下
段
え
罷
出
、
備
中
守
よ
り
書
簡
請
取
之
、
西
之

御
縁
え
退
座
、
奥
右
筆
組
頭
え
渡
之
、
相
済
て
御
間
之
御
襖
障
子
開
之
、
御
下

段
御
敷
居
際
立
御
、
御
譜
代
大
名
其
外
一
同
、
御
目
見
相
済
て
入
御
、

一
入
御
以
後
大
目
付
御
目
付
令
案
内
、下
田
奉
行
差
添
、通
弁
官
殿
上
間
え
退
去
、

一
重
て
使
節
通
弁
官
、
大
広
間
御
車
寄
仮
扣
所
え
、
大
目
付
御
目
付
令
案
内
、

年
寄
共
大
広
間
二
之
間
御
襖
障
子
際
東
向
ニ
順
々
出
席
、
三
之
間
北
之
御
敷
居

際
え
、
御
奏
者
番
一
同
出
席
、
南
之
御
敷
居
際
え
、
御
用
懸
之
面
々
一
同
出
席
、

何
れ
も
立
罷
在
、
其
後
大
目
付
御
目
付
令
案
内
、
下
田
奉
行
差
添
、
使
節
二
之

間
御
敷
居
内
え
罷
出
、
通
弁
官
は
同
所
御
敷
居
外
ニ
罷
在
、
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こ
れ
に
続
い
て
下
賜
の
品
々
や
老
中
の
挨
拶
、
御
用
懸
ら
出
仕
の
面
々
の
退
散
が

記
録
さ
れ
る
が
、
や
は
り
絵
師
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。

　

し
か
し
、
麻
布
一
本
松
狩
野
家
に
伝
わ
っ
た
地
取
の
粉
本
は
、
米
国
使
節
の
将
軍

謁
見
と
い
う
一
大
事
に
際
し
、
狩
野
派
の
奥
絵
師
た
ち
が
指
示
を
受
け
て
記
録
を
残

し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
い
み
じ
く
も
ハ
リ
ス
は
、

私
は
殿
中
の
式
服
に
つ
い
て
記
し
た
い
が
、
そ
れ
を
人
が
理
解
し
う
る
よ
う
に

表
現
す
る
こ
と
は
、
言
葉
の
力
だ
け
で
は
到
底
で
き
な
い
。
そ
れ
を
明
ら
か
に

理
解
さ
す
た
め
に
は
、
絵
に
描
く
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。�（
先
掲
日
記
）

と
書
き
残
し
た
が
、
幕
府
側
で
ま
さ
に
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
が
狩
野
派
の
奥

絵
師
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
『
大
日
本
古
文
書
』
の
対
外
関
係
史
料
四
九
「
安
政
六
年
十
月
頃
、
老
中
書
取
、

大
老
井
伊
直
弼
掃
部
頭
宛
」
に
よ
れ
ば
、ハ
リ
ス
謁
見
の
際
、「
御
目
見
之
節
絵
図
面
」

が
制
作
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

覚

昨
日
持
帰
候
亜
墨
利
加
ミ
ニ
ス
ト
ル

登
城

御
目
見
之
節
絵
図
面
、
明
朝
持
出
事

�

（
対
外
関
係
史
料
四
九
）

　

こ
の
「
絵
図
面
」
は
着
座
の
具
体
等
を
記
し
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
、
先
掲
の
地

取
そ
の
も
の
と
は
言
え
な
い
と
し
て
も
、
幕
府
側
で
一
連
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
記
録
が

制
作
さ
れ
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
む
し
ろ
当
然
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
記

録
保
存
と
い
う
営
為
の
中
に
、
雅
信
や
中
信
に
よ
る
地
取
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
三
、
享
受
さ
れ
る
地
取
―
狩
野
芳
崖
・
三
島
中
洲
・
護
城
鳳
山
―

　

さ
ら
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
雅
信
地
取
の
一
図
は
、
雅
信
の
弟
子
で
あ
る

狩
野
芳
崖
も
寓
目
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
一
月
、
芳
崖
が
岳
父
の
田
原
俊
貞
に
宛
て
た
書
状
に

は
、
ハ
リ
ス
の
謁
見
に
関
す
る
伝
聞
と
と
も
に
そ
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
麻
布

一
本
松
家
本
と
構
図
は
や
や
異
な
る
が
、
同
一
人
物
が
三
名
、
図
中
に
は
「
使
セ
ツ
」

「
通
使
」「
下
田
奉
行
」「
先
生
様
御
縮
図
如
此
御
座
候
」
の
書
き
入
れ
が
あ
る
（
関

千
代
「
研
究
資
料　

狩
野
芳
崖
の
書
状
―
十
一
月
六
日
（
安
政
四
年
）
付
―
」『
美

術
研
究
』
三
一
一
号
、
一
九
七
九
年
三
月
。
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
・
下
関
市

立
美
術
館
編
『
狩
野
芳
崖　

悲
母
観
音
へ
の
軌
跡
―
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
品
を
中
心

に
―
』、
芸
大
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、
二
〇
〇
八
年
）。

　

関
論
文
の
時
点
で
は
、

勝
川
院
の
縮
図
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
現
在
そ
れ
を
見
る
術
も
な
い

が
、
い
づ
れ
に
し
ろ
ハ
リ
ス
の
容
貌
に
お
け
る
酷
似
性
、
服
装
の
記
録
と
の
一
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致
等
を
考
慮
す
る
と
、
殿
中
で
一
行
を
目
撃
し
て
の
写
生
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
勝
川
院
の
列
坐
は
、
記
録
の
中
に
は
書
き
止
め
ら
れ
て

い
な
い
（
中
略
）
内
々
の
登
城
が
許
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、芳
崖
が
目
に
し
た「
先
生
様
御
縮
図
」な
る
も
の
の
実
在
は
、

少
な
く
と
も
麻
布
一
本
松
家
本
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ハ
リ
ス
謁
見

の
図
と
い
え
ば
、
黒
船
館
（
柏
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
）
所
蔵
の
一
枚
が
よ
く

知
ら
れ
る
が
（
図
３
）、
麻
布
一
本
松
家
本
は
こ
れ
と
異
な
る
図
様
を
持
つ
新
た
な

一
本
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
芳
崖
の
伝
記
研
究
に
と
っ
て
も
有
益
な
資

料
で
あ
っ
た
。

　

加
え
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は
こ
れ
ら
と
酷
似
す
る
ハ
リ
ス
謁
見
の
図
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
点
は
「
ハ
リ
ス
，ヒ
ウ
ス
ケ
ン
，井
上
信
濃
守
ノ
図
」（
貴
重
書
・

維
新
史
料
引
継
本-

Ⅰ
り-2069

）、
も
う
一
点
は
九
条
公
爵
所
蔵
本
の
模
写
「
亜
米

利
加
人
登
城
大
目
付
下
田
奉
行
案
内
図
」（
貴
重
書
・
模
写-

波-166
）
で
あ
る
（
図

４
、
図
５
・https://clioim

g.hi.u-tokyo.ac.jp/view
er/list/idata/0M

0/_103h

a_/166/?m
=lim

it

）。

　

前
者
の
構
図
は
麻
布
一
本
松
家
本
と
等
し
く
、
下
田
奉
行
の
装
束
の
色
や
、
あ
し

ら
わ
れ
た
井
桁
紋
な
ど
も
一
致
す
る
。
た
だ
し
人
物
の
風
貌
は
か
な
り
異
な
り
、
ま

た
、
ハ
リ
ス
は
剣
を
携
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
下
田
奉
行
の
面
貌
に
茶
色
の
染
み

が
点
々
と
描
き
込
ま
れ
て
い
る
点
は
目
を
引
く
。
後
述
す
る
と
お
り
、
こ
の
染
み
の

表
現
は
他
本
と
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。

　

維
新
史
料
引
継
本
は
、
明
治
四
十
四
年
、
明
治
維
新
に
関
す
る
史
料
の
収
集
と
編

纂
を
目
的
に
文
部
省
内
に
設
立
さ
れ
た
「
維
新
史
料
編
纂
会
」
の
旧
蔵
本
で
あ
っ
て
、

昭
和
二
十
四
年
に
編
纂
会
が
史
料
編
纂
所
に
吸
収
さ
れ
た
際
、
引
き
継
が
れ
た
も
の

で
あ
る
。
寸
法
は
縦
二
七
．
二
㎝
、横
三
八
．
八
㎝
、画
中
に
「
通
詞
／
ヒ
ウ
ス
ケ
ン
」

「
亜
墨
利
加
使
／
ト
ウ
ン
セ
ン
ト
ハ
ル
リ
ス
」「
下
田
奉
行
／
井
上
信
濃
守
」
と
書
き

入
れ
が
あ
る
。
使
節
の
服
は
灰
色
で
輪
郭
を
描
き
、
目
に
薄
く
金
泥
を
施
す
。
ハ
リ

ス
の
上
衣
の
縁
に
は
金
泥
で
Ｓ
字
が
連
な
る
よ
う
な
文
様
が
描
か
れ
、
上
か
ら
墨
が

塗
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
様
は
麻
布
一
本
松
家
本
と
近
し
い
。
本
紙
右
上
に
は
史
料

編
纂
所
印
と
思
し
き
朱
の
陽
刻
長
方
印
、
左
下
に
維
新
史
料
編
纂
会
の
朱
印
が
捺
さ

れ
て
お
り
、
本
紙
ウ
ラ
に
は
昭
和
二
年
十
二
月
七
日
、
維
新
史
料
編
纂
会
が
こ
れ
を

購
入
し
た
こ
と
を
示
す
受
入
印
が
あ
る
。

　

付
属
の
包
紙
に
は
「
奉
奠
／
鄙
草
／
三
島
毅
再
拝
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
三
島

毅
と
は
三
島
中
洲
（
天
保
元
・
一
八
三
一
年
〜
大
正
八
年
）
で
あ
ろ
う
。
漢
学
者
に

し
て
法
学
者
、
二
松
学
舎
大
学
の
創
始
者
と
し
て
も
名
高
い
。
包
紙
の
折
幅
と
史
料

の
そ
れ
と
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
現
段
階
で
は
本
来
の
付
属
品
と
見
做
し
て
お

く
が
、
中
洲
が
自
ら
絵
筆
を
執
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ

の
図
に
伴
う
詩
文
を
認
め
た
一
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
中
洲
は

ペ
リ
ー
来
航
の
際
に
は
現
状
を
実
見
し
、
記
録
し
て
い
る
（『
探
辺
日
録
』）。
そ
の

よ
う
な
関
心
の
あ
り
よ
う
と
中
洲
の
通
常
の
表
現
手
段
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、

中
洲
が
ハ
リ
ス
の
謁
見
に
つ
い
て
も
関
心
を
寄
せ
、
詩
作
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は

一
考
の
余
地
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
図
様
の
源
流
は
雅
信
ら
狩
野
派
の

奥
絵
師
た
ち
の
地
取
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
図
を
閲
覧
・
入
手
で

き
る
官
立
組
織
を
通
し
た
粉
本
享
受
を
窺
わ
せ
る
。

https://clioimg.hi.u-tokyo.ac.jp/viewer/list/idata/0M0/_103ha_/166/?m=limit
https://clioimg.hi.u-tokyo.ac.jp/viewer/list/idata/0M0/_103ha_/166/?m=limit
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も
う
一
点
の
九
条
公
爵
本
（
模
写
）
は
巻
子
一
巻
、
題
簽
に
「
亞
米
利
加
人
登
城

大
目
付
下
田
奉
行
案
内
圖
裏
書
／
東
京
市
／
公
爵
九
條
道
秀
氏
所
蔵
」
と
墨
書
す

る
。
寸
法
は
縦
三
一
．
八
㎝
、
横
九
八
．
五
㎝
、
本
紙
寸
法
は
縦
二
八
．
一
㎝
、
横

五
四
．
五
㎝
。
構
図
は
黒
船
館
本
に
酷
似
し
、
先
頭
に
大
目
付
、
最
後
に
通
辞
を
加

え
た
計
五
名
を
描
く
。
人
物
の
面
貌
は
黒
船
館
本
と
は
大
き
く
異
な
る
が
、
下
田
奉

行
の
顔
に
多
く
の
染
み
を
描
く
点
は
、
維
新
史
料
引
継
本
と
も
一
致
す
る
特
徴
で
あ

る
。
裏
書
（
縦
一
三
．
九
㎝
、
横
四
．
三
㎝
の
墨
書
紙
片
を
貼
付
）
に
よ
れ
ば
、
本

図
は
九
条
公
爵
道
秀
（
明
治
二
十
八
年
～
昭
和
三
十
六
年
）
の
所
蔵
品
で
、
昭
和
八

年
に
護
城
鳳
山
が
模
写
し
た
一
本
で
あ
る
。

　
　

東
京
市　

赤
坂
區
福
吉
町
公
爵
九
條
道
秀
氏
所
蔵

　
　

亞
米
利
加
人
登
城
大
目
付
下
田
奉
行
案
内
圖

　
　

昭
和
八
年
四
月
中
旬　

護
城
鳳
山
模
（
落
款
・
〇
．
八
㎝
方
印
）

　

右
に
い
う
「
護
城
鳳
山
」
は
明
治
十
年
の
生
、
同
三
十
八
年
に
東
京
美
術
学
校
を

卒
業
し
、
同
四
十
年
に
は
文
科
大
学
史
料
編
纂
掛
を
嘱
託
せ
ら
れ
て
、
帝
国
絵
画
協

会
東
台
画
会
の
会
員
も
務
め
た
画
家
で
あ
っ
た
（
東
洋
絵
画
協
会
編
『
現
代
画
家
名

鑑
』、
大
正
三
年
）。「
古
画
模
写
の
主
任
と
し
て
精
励
恪
勤
の
聞
え
あ
り
、
史
料
を

渉
猟
す
る
傍
ら
、
有
職
故
実
を
研
究
し
て
、
そ
の
蘊
蓄
の
深
き
こ
と
は
吉
川
霊
華
、

松
岡
映
丘
と
比
肩
す
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
俳
句
俳
画
を
能
く
す
る
」
と
も

評
さ
れ
て
お
り
（『
日
本
画
大
成
』
二
八
、
東
方
書
院
、
昭
和
八
年
）、「
大
正
五
年

度
帝
国
絵
画
番
附
」
の
「
東
京
之
部
優
秀
画
家
」
や
、「（
大
正
11
年
調
）
全
国
絵
画

優
秀
作
家
名
鑑
」
等
に
挙
げ
ら
れ
る
。『
未
刊
・
坪
内
逍
遙
資
料
集
』
二
（
逍
遙
日

記
大
正
九
年
―
大
正
十
一
年
：
葛
の
葉
第
四
号
―
第
六
号
：
延
葛
集
第
一
号
、
逍
遥

協
会
編
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
一
年
八
月
六
日
、
逍
遙
の
も
と
に
鳳

山
が
依
頼
の
絵
画
を
収
め
、
金
三
十
円
の
報
酬
を
得
る
な
ど
し
た
と
い
う
。

　

鳳
山
は
史
料
編
纂
掛
と
し
て
、
数
多
く
の
肖
像
画
な
ど
の
模
写
に
携
わ
っ
た
。
一

例
を
挙
げ
れ
ば
、
武
田
流
軍
学
全
書
刊
行
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
図
様
が
伝
存
す
る
「
武

田
信
玄
像
」
の
選
定
に
苦
慮
し
、「
杜
撰
を
以
て
後
世
を
惑
は
さ
ん
よ
り
は
新
に
根

拠
あ
る
考
證
に
本
き
新
製
す
る
に
し
か
ず
」
と
判
断
し
、
渡
辺
世
祐
の
指
導
の
も
と
、

鳳
山
に
新
製
を
請
う
て
そ
の
作
を
掲
載
し
た
（『
武
田
流
軍
学
全
書
』、
昭
和
十
年
）。

鳳
山
は
こ
う
し
た
模
写
事
業
に
従
事
す
る
中
で
、
九
条
公
爵
本
の
そ
れ
も
手
が
け
た

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

維
新
史
料
引
継
本
、
九
条
公
爵
本
（
模
写
）、
黒
船
館
本
、
こ
れ
ら
の
先
後
関
係

は
に
わ
か
に
決
し
が
た
い
け
れ
ど
も
、
黒
船
館
本
以
外
の
三
本
は
下
田
奉
行
の
装
束

を
薄
香
色
で
彩
色
し
、
ハ
リ
ス
の
上
衣
に
は
小
さ
な
円
が
連
な
る
よ
う
な
金
の
縁
取

り
を
描
い
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
は
そ
の
日
記
に
「
式
服
を
ま
と
っ
た
廷
臣
た
ち
」

の
衣
裳
は
「
薄
黄
色
」
で
あ
っ
た
と
書
き
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
下

田
奉
行
の
装
束
を
藍
色
に
彩
色
し
、
ハ
リ
ス
の
上
衣
の
縁
取
り
を
格
子
柄
に
描
く
黒

船
館
本
は
時
代
が
下
る
と
思
う（

３
）。

わ
れ
わ
れ
の
進
む
右
手
に
は
式
服
を
ま
と
っ
た
廷
臣
た
ち
が
大
勢
（
六
、
七
百

名
も
）
ひ
ざ
ま
ず
い
て
い
た
が
、
そ
の
衣
裳
は
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
に
ち
ょ
こ
な

ん
と
載
っ
て
い
る
四
角
い
漆
塗
り
の
被
り
も
の
と
、
非
常
に
幅
の
広
い
袖
の
つ
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い
た
、
淡
黄
色
の
麻
の
着
物
か
ら
な
っ
て
い
た
。
そ
の
ゆ
っ
た
り
し
た
袖
に
は

紋
章
が
つ
い
て
い
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
の
ラ
バ
ト
の
よ
う
に
結
ん
だ

白
絹
の
帯
を
巻
き
、
反
り
の
あ
る
片
刃
の
剣
を
佩お

び
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
一

本
だ
け
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
脚
の
長
さ
の

二
倍
も
あ
っ
て
、
完
全
に
足
が
隠
れ
、
余
っ
た
部
分
は
後
方
に
引
き
ず
っ
て
い

る
の
で
、
膝
で
歩
く
よ
う
な
格
好
に
見
え
る
。
多
数
の
廷
臣
が
集
ま
っ
て
い
る

の
に
、
き
わ
め
て
深
い
静
粛
が
そ
の
場
を
支
配
し
て
い
た
。

�

（『
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
日
本
日
記
』）

　

九
条
公
爵
本
と
黒
船
館
本
は
、
異
国
人
風
に
誇
張
さ
れ
た
表
情
や
、
ハ
リ
ス
が
帽

子
を
右
手
に
掲
げ
、
軽
く
会
釈
す
る
か
の
よ
う
な
挙
措
で
描
か
れ
た
点
な
ど
、
ど
こ

か
ポ
ン
チ
絵
や
ト
バ
エ
を
連
想
さ
せ
る
雰
囲
気
が
あ
る
。「
通
辞
」
の
語
が
ヒ
ュ
ー

ス
ケ
ン
で
は
な
く
幕
府
側
の
人
間
に
添
え
ら
れ
て
い
る
の
も
、
す
で
に
「
地
取
」
の

域
か
ら
離
れ
、
制
作
年
代
が
下
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
粉
本
を
起
点
に
辿
っ
て
ゆ
く
と
、
幕
府
の
御
用
絵
師
た
ち
が
障
壁
画

や
海
外
へ
の
贈
呈
品
も
含
め
た
美
術
調
度
品
な
ど
の
制
作
に
留
ま
ら
な
い
、
本
画
の

制
作
を
想
定
し
な
い
記
録
保
存
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
具
体
相

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る（

４
）。

時
代
を
写
す
絵
師
と
粉
本
と
の
交
点
に
は
、
幕
末
維
新

期
の
海
外
交
流
史
、
人
と
モ
ノ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る
た
め
の
新
た
な
端
緒
が

拓
け
て
い
る
。

　
　
　
三
、
粉
本
が
物
語
る
画
嚢
―
導
引
図
・
錦
絵
へ
の
回
路
―

　
「
唐
人
体
操
之
図
及
遊
猟
之
図 

壱
巻
」
に
は
、
ハ
リ
ス
謁
見
の
図
に
加
え
て
「
唐

人
体
操
之
図
」
な
る
も
の
も
貼
り
継
が
れ
て
い
る
（
図
６
）。
そ
こ
に
は
座
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
を
取
る
中
国
風
の
人
物
七
名
が
描
か
れ
、
図
中
に
「
自
適
筆
」
の

書
き
入
れ
が
あ
る
。
自
適
斎
と
は
狩
野
探
幽
の
弟
、
尚
信
（
慶
長
十
二
・
一
六
〇
七

～
慶
安
三
・
一
六
五
〇
）
を
指
す
。

　

こ
の
図
は
一
見
、
確
か
に
体
操
図
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
源
流
は
恐
ら
く

帛
画
「
導
引
図
」（
湖
南
省
長
沙
市
馬
王
堆
前
漢
墓 

紀
元
前
一
六
八
年
頃
の
導
引
図
）

に
ま
で
溯
る
、
い
わ
ゆ
る
按
摩
法
の
図
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
写
さ
れ
た
の
は
い
わ
ゆ

る
導
引
図
「
八
段
錦
導
引
法
」
で
あ
る
。
多
く
の
版
が
伝
存
す
る
が
、
た
と
え
ば
明

宗
五
年
（
一
五
五
〇
）
刊
の
『
活
人
心
法
』
二
巻
、
ま
た
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）

刊
『
臞
僊
活
人
心
法
』、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
刊
『
導
引
体
要
附
録
』
二
巻
（
喜

多
村
利
旦
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
蔵
）
等
が
あ
る
（
図
７
）。
い
ず
れ
も
第
一
図

か
ら
第
八
図
ま
で
、
導
引
の
注
釈
と
と
も
に
具
体
的
な
挙
措
が
図
解
さ
れ
て
い
る
。

麻
布
一
本
松
家
本
は
こ
れ
と
は
掲
出
順
が
若
干
異
な
り
、
第
三
図
は
人
物
の
向
き
が

逆
に
な
っ
て
い
る
が
、
書
き
入
れ
に
従
え
ば
、
承
応
二
年
版
は
尚
信
の
没
後
で
あ
り
、

尚
信
ら
が
朝
鮮
版
や
明
版
を
受
容
し
て
導
引
図
を
写
し
た
可
能
性
も
視
野
に
入
っ
て

く
る
。

　

こ
の
八
種
類
の
導
引
の
図
は
後
々
ま
で
受
け
継
が
れ
た
。
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

刊
の
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
医
道
日
用
綱
目
』（
図
８
）
に
は
「
壽
保
按
摩
法
」
の
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呼
称
で
近
似
す
る
図
様
が
図
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
唐
人
は
和
風
に

変
わ
っ
て
し
ま
う
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
刊
の
九
州
大
学
医
学
図
書
館
蔵
『
医

道
手
引
艸
』
を
例
示
し
て
お
こ
う
（
図
９
）。

　

池
田
隆
二
「
徒
手
体
操
に
つ
い
て
（
そ
の
１
）
18
世
紀
以
後
の
思
想
と
実
践
を
中

心
に
」（『
中
部
工
業
大
学
紀
要
』
第
二
集
、
一
九
六
六
年
一
一
月
）
に
よ
れ
ば
、「
八

段
錦
導
引
法
」
は
代
表
的
な
導
引
法
の
一
つ
で
あ
り
、
導
引
が
運
動
へ
転
換
す
る
の

は
文
政
天
保
頃
と
も
い
う
。
麻
布
一
本
松
家
本
が
「
体
操
之
圖
」
と
記
す
の
も
、
こ

う
し
た
時
流
と
呼
応
し
て
い
よ
う
。

運
動
が
養
生
法
の
重
要
項
目
と
な
る
導
引
か
ら
運
動
へ
の
転
換
期
は
だ
い
た
い

文
政
天
保
の
頃
と
み
て
よ
い
。
近
世
の
導
引
に
引
用
さ
れ
た
大
陸
の
導
引
法
の

重
要
な
も
の
は
華
佗
五
禽
戯
、
八
段
錦
導
引
法
、
彭
祖
の
導
引
、
老
子
導
引
法
、

天
竺
按
摩
法
、
十
八
羅
漢
導
引
法
、
婆
羅
門
導
引
十
二
勢
、
巣
氏
導
引
法
、
陳

希
夷
二
十
四
坐
功
法
等
が
あ
る
。（
中
略
）（
五
禽
は
）
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も

小
学
校
教
科
書
に
も
引
用
さ
れ
現
在
小
学
校
低
学
年
で
も
模
倣
（
方
法
）
遊
び

の
形
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
又
八
段
錦
導
引
法
は
「
導
引
体
養
附
録
」

と
し
て
正
徳
年
間
に
刊
行
さ
れ
八
種
目
の
す
ぐ
れ
た
導
引
法
の
意
味
で
あ
り
中

国
の
幼
真
道
士
の
作
で
明
の
陳
希
夷
と
高
廉
が
註
を
加
え
た
と
い
わ
れ
て
お
る

が
確
か
で
は
な
い
。
八
段
導
引
法
は
大
別
し
て
坐
位
と
立
位
で
お
こ
な
う
も
の

が
あ
る
。（
中
略
）
総
じ
て
い
え
ば
坐
位
の
方
は
純
然
た
る
医
療
体
操
と
し
て

発
展
し
た
も
の
で
あ
り
立
位
の
も
の
は
護
身
術
と
し
て
拳
法
か
ら
発
展
し
養
生

法
に
も
利
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　

こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
導
引
図
の
出
版
や
、
唐
人
か
ら
日
本
人
へ
の
図
様
変
容
の
背

景
に
は
、
養
生
法
の
隆
盛
と
、
そ
の
書
物
が
歓
迎
さ
れ
た
時
代
性
が
あ
る（

５
）。

　

翻
っ
て
、
麻
布
一
本
松
家
本
の
「
唐
人
体
操
之
図
」
は
、
伝
統
的
な
唐
人
の
す
が

た
で
導
引
図
を
描
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
実
用
的
な
医
書
を
御
用
絵
師
が
写
し
た

の
は
、
い
ず
れ
献
上
本
を
制
作
す
る
た
め
の
手
控
え
で
あ
っ
た
の
か
、
自
身
の
画
嚢

に
入
れ
る
画
学
で
あ
っ
た
の
か
。
同
様
の
事
例
を
蓄
積
す
る
中
で
、
な
お
検
討
し
て

ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

　

最
後
に
も
う
一
点
、
麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
か
ら
「
縮
図
帖
」
に
収
録
さ
れ

る
「
十
二
支
一
躰
」
を
引
い
て
お
こ
う
。
書
き
入
れ
に
よ
れ
ば
狩
野
融
川
筆
と
伝
え

る
一
図
で
、
十
二
支
が
一
体
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
（
図
10
・
所
蔵
者
整
理
番
号

A
Z270

）。

　

狩
野
融
川
寛
信
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
生
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

没
、
奥
絵
師
で
あ
る
浜
松
狩
野
家
、
狩
野
閑
川
昆
信
の
次
男
で
あ
る
。
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）
に
家
督
を
継
い
で
奥
絵
師
と
な
っ
た
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に

は
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
る
が
、
自
ら
が
制
作
し
た
朝
鮮
贈
呈
屏
風
に
対
し
て
老
中
か
ら

工
夫
の
不
足
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
憤
激
、
文
化
十
二
年
、
下
城
の
途
中
で
切
腹
し

て
果
て
た
と
い
う
。
い
ま
だ
三
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
「
十
二
支
一
躰
」
と
酷
似
す
る
の
が
歌
川
芳
虎
（
生
没
年
不
詳
）
の
大
判
錦

絵
「
家
内
安
全
ヲ
守
十
二
支
之
図
」（
安
政
五
・
一
八
五
八
年
）
で
あ
る
（
図
11
）。

こ
ち
ら
は
子
（
顔
）、丑
（
角
）、寅
（
背
の
文
様
）、卯
（
耳
）、辰
（
火
炎
）、巳
（
尾
）、

午
（
た
て
が
み
）、
未
（
髭
）、
申
（
後
ろ
足
）、
酉
（
鶏
冠
）、
戌
（
前
足
）、
亥
（
背

の
毛
並
み
）
か
ら
成
る
。
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さ
ら
に
こ
の
錦
絵
を
溯
る
例
と
し
て
、
嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
～
五
四
）
頃
、
遠

浪
斎
重
光
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
浮
世
絵
「
寿
と
云
ふ
獣
」
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
太
田
記
念
美
術
館
・
日
野
原
健
司https://otakinen-m

useum
.note.jp/

n/n170d02cc374d　

図
12
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）。

　

麻
布
一
本
松
家
本
の
書
き
入
れ
に
従
う
な
ら
ば
、「
十
二
支
一
躰
」
は
芳
虎
の
錦

絵
を
溯
る
作
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
首
や
項
の
辰
ら
し
い
表
現
や
、
午
に
見
立
て

た
た
て
が
み
の
位
置
、
控
え
め
な
尾
の
さ
ま
な
ど
は
「
寿
と
云
ふ
獸
」
の
方
に
近
い
。

し
か
し
、
柔
ら
か
な
印
象
の
た
て
が
み
や
、
腰
に
生
え
る
硬
そ
う
な
直
毛
と
の
描
き

分
け
は
、
腰
の
毛
が
亥
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
明
確
に
表
現
し
得
て
い
る
。
前

後
の
脚
は
「
寿
と
云
ふ
獸
」
と
は
逆
で
あ
り
、
臀
部
に
朱
が
指
し
て
あ
る
の
は
な
か

な
か
芸
が
細
か
く
、
い
か
に
も
「
申
」
に
ふ
さ
わ
し
い
。
め
で
た
き
白
鼠
の
顔
は
よ

り
愛
ら
し
く
、
つ
ぶ
ら
な
瞳
で
前
足
を
揃
え
、
ち
ょ
こ
ん
と
か
し
こ
ま
っ
て
座
る
風

情
は
芳
虎
や
重
光
描
く
立
ち
姿
と
は
異
な
り
、
祝
言
性
と
愛
ら
し
さ
が
際
だ
っ
て
い

る
。
あ
る
い
は
浮
世
絵
な
ど
を
参
考
に
融
川
が
一
工
夫
を
加
え
、
一
幅
に
仕
立
て
て

献
上
す
べ
く
企
図
し
た
図
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
と
、
想
像
を
巡
ら
せ
た
く
な
る
。
こ

の
よ
う
な
図
様
が
ど
こ
か
ら
発
し
、
ど
の
よ
う
に
錦
絵
の
世
界
と
呼
応
し
、
活
用
さ

れ
た
の
か
。
現
段
階
で
は
そ
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
粉
本

の
存
在
は
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

も
と
よ
り
粉
本
に
は
本
画
と
の
交
渉
を
伝
え
る
も
の
が
数
多
く
、
そ
の
比
較
研
究

は
重
要
課
題
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
見
て
き
た
よ
う
に
粉
本
は
記
録
資
料
と
し
て

も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
幕
末
明
治
期
の
表
象
・
出
版
文
化
と
の
往
還
も
見

逃
せ
な
い
。
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ご
く
一
端
を
例
示
し
て
み
た
に
過
ぎ

な
い
が
、
粉
本
群
か
ら
は
確
か
に
時
代
を
写
し
取
る
絵
師
た
ち
の
営
為
が
読
み
取
れ

る
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
や
多
方
面
の
資
料
群
と
の
交
渉
の
さ
ま
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る（

６
）。

粉
本
は
分
析
の
難
し
い
一
面
も
有
す
る
資
料
群
で
あ
る
が
、
い
ま
だ
手
つ

か
ず
の
研
究
資
源
と
も
評
し
得
る
。
多
様
な
専
門
分
野
の
知
見
に
基
づ
く
本
格
的
な

分
析
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）�「
麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
に
関
す
る
画
題
の
国
際
化
の
た
め
の
基
盤
研
究
」

に
よ
る
。
本
研
究
は
歴
史
的
典
籍
Ｎ
Ｗ
事
業
の
国
際
共
同
研
究
「
画
像
に
紐

付
く
メ
タ
デ
ー
タ
生
成
に
関
す
る
共
同
研
究
（
二
〇
二
一
～
二
〇
二
三
年
度
）」

の
一
環
と
し
て
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
と
協
定
を
結
び
、
デ
ジ
タ
ル
画

像
の
作
成
と
国
際
共
同
研
究
を
並
行
し
て
遂
行
さ
れ
た
。
同
館
の
古
田
亮
教

授
に
は
本
研
究
の
発
案
と
格
別
の
ご
指
導
を
賜
り
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

ご
参
加
下
さ
っ
た
田
中
圭
子
助
教
、
曽
田
め
ぐ
み
氏
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
研
究
成
果
の
一
部
は
二
〇
二
三
年
十
二
月
五
・
六
日
に
同
美
術
館
の
研
究

展
示
と
し
て
発
表
さ
れ
、
こ
れ
を
承
け
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
粉
本
を
読
み
解

く
〜
麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
へ
の
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
二
〇
二
四
年

三
月
に
発
行
予
定
。
な
お
、本
稿
の
一
部
を
改
稿
し
、同
展
示
で
発
表
し
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
に
収
録
し
た
。

（
２
）�
松
嶋
雅
人
「
江
戸
狩
野
・
表
絵
師
と
そ
の
御
用
―
東
京
芸
術
大
学
所
蔵　

麻

布
一
本
松
狩
野
家
資
料
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』

三
四
、一
九
九
九
年
五
月
）。

https://otakinen-museum.note.jp/n/n170d02cc374d
https://otakinen-museum.note.jp/n/n170d02cc374d
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（
３
）�

黒
船
館
本
に
は
料
紙
右
上
に
「
安
政
四
年
丁
己
十
月
二
十
一
日
／
亜
墨
利
加

使
節
登
／
城
殿
上
間
ヨ
リ
大
廣
間
江
／
御
目
見
之
節
輩
礼
ト
シ
テ
大
廣
間
／

武
者
マ
ト
前
御
廊
下
通
行
或
増
／
如
図
」
と
墨
書
が
あ
る
。
こ
の
も
と
に
な
っ

た
絵
画
資
料
の
存
在
を
思
わ
せ
る
。『
特
別
展　

ペ
リ
ー
＆
ハ
リ
ス
～
泰
平
の

眠
り
を
覚
ま
し
た
男
た
ち
～
』（
東
京
江
戸
東
京
博
物
館
、二
〇
〇
八
年
）、『
図

説　

横
浜
の
歴
史
』（
横
浜
市
市
民
局
情
報
室
広
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年
）

な
ど
参
照
。

（
４
）�

公
的
に
仕
え
る
絵
師
が
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
に
携
わ
っ
た
こ
と
は
、
災
害
図
の

制
作
と
出
版
な
ど
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
大
坂
町
奉
行

所
の
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
吉
田
作
治
郎
（
大
岡
尚
賢
）
は
摂
河
水
損
図
の
制

作
に
携
わ
っ
て
い
た
。
鳴
海
邦
匡
「
近
世
の
大
阪
の
地
図
に
関
す
る
ノ
ー
ト
」

（『
待
兼
山
論
叢
（
日
本
学
篇
）』
四
〇
、二
〇
〇
六
年
）、
島
本
多
敬
「
19
世
紀

初
頭
の
災
害
図
出
版
に
お
け
る
書
肆
の
役
割
―
１
８
０
２
年
淀
川
水
害
の
事

例
か
ら
―
」（『
人
文
地
理
』第
七
一
巻
第
一
号
、二
〇
一
九
年
七
月
）な
ど
参
照
。

（
５
）�

塩
満
勝
麿
「
導
引
・
按
摩
の
歴
史
的
考
察
」（『
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要
』
18
、

一
九
七
一
年
九
月
）、
李
強
・
大
形
徹
「
中
国
按
摩
推
拿
医
学
の
歴
史　

そ

の
一
」（『
人
文
学
論
集
』
34
、
二
〇
一
六
年
三
月
）、
片
渕
美
穂
子
「
近
世

日
本
の
養
生
論
に
お
け
る
導
引
術
―
そ
の
技
法
の
整
理
―
」（『
養
生
学
研
究
』

一
〇
―
一
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
参
照
。

（
６
）�

麻
布
一
本
松
狩
野
家
資
料
の
う
ち
、
西
王
母
を
描
く
一
本
（
所
蔵
者
整

理
番
号A

Z76

、
デ
ジ
タ
ル
画
像T

K
GM

181

）
は
顔
の
部
分
に
貼
り
紙

が
あ
り
、
本
紙
に
は
柔
ら
か
な
表
情
が
、
そ
の
上
に
貼
ら
れ
た
小
紙
片
に

は
少
し
眉
を
寄
せ
た
表
情
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
紙
の
表
情
は
、
同
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
「
滑
稽
佛
画
」（
所
蔵
者
整
理
番
号A

Z301

・https://doi.

org/10.20730/100409654

）
の
西
王
母
の
そ
れ
に
通
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
桃

の
描
き
方
な
ど
も
よ
く
似
て
い
る
。
襟
元
に
薄
い
青
地
に
円
形
の
文
様
を
描

く
の
は
西
王
母
図
の
型
で
あ
り
、
探
幽
の
甥
に
あ
た
る
常
信
な
ど
も
こ
れ
を

描
い
て
い
る
が
（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
「
西
王
母
図
」）、「
滑
稽
佛
画
」
と
同

趣
の
「
戯
画
図
巻
」
が
探
幽
周
辺
に
発
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
い
合
わ
せ

る
と
、
粉
本
間
の
比
較
検
討
を
通
し
て
も
、
狩
野
派
で
描
き
継
が
れ
た
故
事

人
物
画
の
展
開
や
、
画
学
と
の
関
わ
り
が
見
え
て
く
る
。
な
お
、
こ
の
西
王

母
図
に
は
書
き
入
れ
が
あ
り
、「
探
幽
斎
本
畫
」「
實
信
摹
／
絹
地
ニ
而
／
探

幽
筆
三
幅
對
／
中
西
王
母
左
鉄
拐
／
右
蝦
蟇
／
弘
化
二
己
仲
秋
冩
」
と
い
う
。

ほ
ぼ
同
文
の
書
き
入
れ
を
持
つ
「
蝦
蟇
」「
鉄
拐
」
図
が
千
葉
市
美
術
館
に
所

蔵
さ
れ
る
（「
探
幽
斎
筆
／
守
信
（
描
朱
文
瓢
印
）
／
三
幅
対　

右
蝦
蟇　

中

西
王
母　

左
鉄
拐
（
蝦
蟇
）」「
探
幽
斎
筆
／
守
信
（
描
朱
文
瓢
印
）
／
三
幅

対　

左
鉄
拐　

中
西
王
母　

右
蝦
蟇　

實
信
写
」）。
ツ
レ
で
あ
ろ
う
か
。
西

王
母
、
蝦
蟇
、
鉄
拐
の
組
み
合
わ
せ
の
所
発
も
検
討
を
要
す
る
。

【
付
記
】
貴
重
な
ご
所
蔵
資
料
の
調
査
・
掲
載
を
ご
許
可
賜
り
ま
し
た
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
、
黒
船
館
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
「
麻
布
一
本
松
狩
野

家
資
料
に
関
す
る
画
題
の
国
際
化
の
た
め
の
基
盤
研
究
」
お
よ
び
科
学
研
究
費
補
助

金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）23H

00608

（
研
究
代
表
者
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図 1　「唐人体操之圖及遊猟之圖／安政四年来朝米使肖像」　https://doi.org/10.20730/100409682 

図 2　「屏風杉戸小襖下絵／別ニ安政四年写亜国使節図」
https://doi.org/10.20730/100409655
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図 3　黒船館蔵「亜米利加使節ハリス登城の図」

図 4　東京大学史料編纂所蔵「ハリス、ヒウスケン、井上信濃守ノ図」（維新史料引継本 - Ⅰり -2069）
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図 5　東京大学史料編纂所蔵「亜米利加人登城大目付下田奉行案内図」（模写 - 波 -166）
https://clioimg.hi.u-tokyo.ac.jp/viewer/list/idata/0M0/_103ha_/166/?m=limit

図 6　「唐人体操之圖及遊猟之圖／安政四年来朝米使肖像」
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図 7 － 1　『活人心法』（朝鮮明宗５年慶州府刊本・東京大学学術資産等アーカイブズポータル
https://da.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/portal/assets/8c1bf52c-7090-9250-a10b-2709365755e8

図 7 － 2　承応 2 年（1653）刊『臞僊活人心法』（早稲田大学・古典籍総合データベース
https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/ya09/ya09_00376/index.html



359

図 7 － 3　正徳 3 年（1713）刊『導引体要附録』2 巻（喜多村利旦・京都大学富士川文庫蔵）
同大学貴重資料デジタルアーカイブ　https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00004301
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図 9　弘化 2 年（1845）刊『医道手引艸』（九州大学医学図書館蔵）
https://doi.org/10.20730/100259635

図 8　延享 4 年（1747）刊『医道日用綱目』「壽保按摩法」（国立国会図書館蔵）
https://doi.org/10.11501/2536815
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図 10　「縮図帖」より「十二支一躰」　https://doi.org/10.20730/100436750

図 12　遠浪斎重光「寿と云ふ獣」
An Auspicious Beast (Ju to iu jû); 
The Twelve Precepts (Jûni kyôkun)

（ボストン美術館）
https://collections.mfa.org/objects/462161

図 11　歌川芳虎「家内安全ヲ守十二支之図」
（太田記念美術館蔵）安政 5 年（1858）6 月
大判錦絵
https://otakinen-museum.note.jp/n/n170d02cc374d




